
池
田
町
の
林
業
・
木
材
産
業
を
支
え
る

森
林
整
備
の
取
組

池
田
町
の
森
林
・
林
業

　
池
田
町
は
北
海
道
東
部
に
位
置
し
、
広
大

な
流
域
面
積
を
有
す
る
十
勝
川
の
支
流
で
あ

る
利
別
川
が
町
の
南
北
を
縦
断
す
る
よ
う
に

流
れ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
９
，
０
０
０
ha
あ

目標とするカラマツ林の齢級構成

池田町の森林
る
人
工
林
資
源
の
９
割
が
カ

ラ
マ
ツ
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

６
割
が
８
～
12
齢
級
を
占

め
る
い
び
つ
な
齢
級
構
成

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ミ
ズ
ナ
ラ
や
カ
シ
ワ
な
ど

の
天
然
林
も
１
２
，
０
０
０
ha
あ
り
、
主
に

木
炭
の
原
木
と
し
て
大
正
末
期
か
ら
利
用
さ

れ
、
現
在
で
も
北
海
道
内
で
有
数
の
製
炭
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
、
町
内
に
森
林
組
合
の
カ
ラ
マ

ツ
製
材
工
場
が
新
設
さ
れ
、
年
間
の
原
木
消

費
量
が
大
幅
に
増
加
し
、
主
伐
面
積
も
稼
働

前
に
比
べ
て
１・
５
倍
以
上
と
な
っ
た
一
方

で
、
造
林
面
積
は
主
伐
面
積
よ
り
少
な
く
、

将
来
、
安
定
的
に
カ
ラ
マ
ツ
資
源
を
製
材
工

場
に
供
給
で
き
る
か
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
カ
ラ
マ
ツ
に
伐
採
事
業
が
集
中
し
た
こ

と
に
よ
り
、
天
然
林
を
伐
採
す
る
担
い
手
の

確
保
が
困
難
と
な
り
、
製
炭
業
者
は
原
木
不

足
に
悩
ま
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
林
整
備
計
画
実
行
管
理
推
進

チ
ー
ム
の
取
組

　
池
田
町
で
は
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る

資源の平準化に向けて

50年後の森林の姿

造林実績などから将来を予測

目標と予測のズレ

目標に近づけるための手段
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面積	 37,179ha
　林野面積	 23,444ha
　うち私有林	 19,382ha
　私有林率	 83%

１

2

目標の設定

課題の抽出

現状分析
将来予測

課題解決に
向けた取組



コンテナ苗の植栽

た
め
、
町
役
場
、
森
林
組
合
、
企
業
な
ど
を

構
成
員
と
し
て
平
成
24
年
に
池
田
町
森
林
整

備
計
画
実
行
管
理
推
進
チ
ー
ム
（
以
下
、チ
ー

ム
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ
資
源
を
長
期
的

に
安
定
し
て
製
材
工
場
へ
供
給
す
る
体
制
を

整
え
る
事
を
目
的
と
し
て
、
50
年
後
に
カ
ラ

マ
ツ
資
源
の
齢
級
構
成
を
平
準
化
さ
せ
る
と

い
う
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
将
来
の
資
源

量
を
確
保
し
つ
つ
需
要
量
を
満
た
す
出
材
量

を
確
保
す
る
た
め
、
現
状
分
析
・
課
題
整
理

を
行
い
、
現
在
で
は
次
の
３
つ
の
取
組
を
重

点
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
造
林
適
地
に
お
け
る

　
確
実
な
再
造
林
の
実
施

　
皆
伐
跡
地
の
中
で
再
造
林
に
適
し
た
箇
所

に
つ
い
て
は
、
確
実
な
再
造
林
を
行
う
た

め
、
町
有
林
に
お
い
て
様
々
な
試
験
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
北
海
道
の
中
で
も

積
雪
が
少
な
く
、
冬
季
に
土
壌
が
凍
結
し
や

す
い
こ
と
か
ら
秋
季
に
植
栽
を
実
施
し
て
い

な
い
当
町
に
お
い
て
、
秋
植
栽
の
可
能
性
を

検
討
す
る
た
め
に
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
秋
植
栽

定
着
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
試
験
の
結

果
、
冬
季
に
除
雪
を
実
施
し
た
区
画
に
お
い

て
は
、
苗
木
が
全
て
枯
死
し
て
お
り
、
秋
植

栽
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
植
栽
場
所
の
選

定
が
重
要
に
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

②
造
林
不
適
地
に
お
け
る

　
公
益
的
機
能
の
維
持

　
再
造
林
に
適
し
て
い
な
い
場
所
に
あ
る
カ

ラ
マ
ツ
人
工
林
に
つ
い
て
も
、
公
益
的
機
能

の
維
持
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

周
囲
の
天
然
林
の
配
置
状
況
や
不
成
績
造
林

地
に
お
け
る
侵
入
広
葉
樹
量
な
ど
か
ら
、
天

然
更
新
の
可
否
に
つ
い
て
判
断
し
、
困
難
で

あ
れ
ば
多
間
伐
に
よ
る
長
伐
期
化
、
容
易
で

あ
れ
ば
天
然
更
新
に
よ
り
天
然
林
・
混
交
林

へ
誘
導
す
る
と
い
っ
た
場
所
に
よ
る
適
切
な

森
林
管
理
の
手
法
を
試
み
て
い
ま
す
。

③
風
害
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応

　
人
工
林
資
源
の
平
準
化
に
つ
い
て
は
長
期

間
を
要
す
る
た
め
、
台
風
な
ど
風
害
へ
の

リ
ス
ク
を
管
理
す
る
事
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

風
害
に
つ
い
て
は
、
道
の
試
験
場
か
ら
情
報

提
供
を
頂
き
な
が
ら
、
風
害
に
強
い
森
林
管

理
手
法
な
ど
の
提
案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

天
然
林
管
理
の

担
い
手
育
成
に
関
す
る
取
組

　
天
然
林
管
理
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、

町
内
の
森
林
所
有
者
な
ど
森
林
・
林
業
に
関

心
の
あ
る
方
々
で
構
成
す
る
池
田
町
林
業
グ

ル
ー
プ
と
連
携
し
、
森
林
管
理
に
関
心
の
あ

る
方
々
を
対
象
と
し
て
森
林
管
理
に
必
要
な

技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
研
修
会
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
取
扱
い
、
環
境
に
留
意
し
た
選
木
や
作
業

道
敷
設
の
方
法
、
林
内
作
業
車
を
活
用
し
た

搬
出
に
関
す
る
実
習
を
本
年
７
月
か
ら
10
月

ま
で
の
間
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

今
後
に
つ
い
て

　
当
町
で
は
北
海
道
十
勝
地
方
の
市
町
村
・

森
林
組
合
な
ど
で
構
成
す
る
「
と
か
ち
森
林

認
証
協
議
会
」
に
平
成
27
年
の
設
立
時
に
加

入
し
、
平
成
28
年
に
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
森
林
認
証
を

取
得
し
、
町
内
の
森
林
の
８
割
近
く
が
認
証

森
林
と
な
り
ま
し
た
。
認
証
取
得
に
よ
り
資

源
利
用
と
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
を
両

立
し
た
森
林
づ
く
り
が
可
能
と
な
る
事
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
ど
れ
も
開

始
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
関
係
者
と
連
携
し

な
が
ら
、
町
内
の
林
業
・
木
材
産
業
を
原
木

供
給
の
観
点
か
ら
支
え
る
と
と
も
に
、
森
林

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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造林不適地における公益的機能の維持
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濃い緑は広葉樹林、薄い緑は林縁部

天然更新  困難

多間伐による長伐期化 天然林・混交林へ誘導

天然更新  容易

広葉樹の侵入が少ない林分 広葉樹の侵入が多い林分


